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センサ革命
世界初のインダクタンス /デジタル・コンバータ
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LDC1000インダクタンス /デジタル・コンバータ

LDC1000の主な仕様
●	振動周波数：5kHz～ 5MHz
●	振動振幅：1、2、4	VPP
●	渦電流損失（RP）測定
	 ○	範囲：798Ω～3.93MΩ
	 ○	RP分解能：16ビット
●		インダクタンス（L）測定
	 ○	L分解能：24ビット
●	最大出力データレート：78kHz
●	電源電流：1.7mA
●	パッケージ：SON-16
●	インターフェイス：SPI

アプリケーション
誘導型近接センサ技術は、多様な市場向け
システムの構築法に大きな変革をもたらします：
●	車載
●	産業機器
●	コンシューマ
●	医療
●	コンピューティング
●	モバイル機器
●	白物家電
●	通信機器
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誘導型近接センサ技術

センサ革命
誘導型近接センサは新しい非接触、マグネット・フリー技術で、既存のソリューションに比べ、
性能、信頼性、設計自由度の向上と、システム・コストの低減を実現しており、センサ技術に革命をもたらします。
『LDC1000』は誘導型近接センサを実現する、世界初のインダクタンス/デジタル・コンバータです。

性能と信頼性の向上
『LDC1000』は16ビットの共鳴インピーダンスと24ビットのインダクタンス値を計測し、
位置決め用センサ機器でサブミクロン単位の分解能を実現します。
誘導型近接センサは塵埃などの非誘導干渉の影響を受けず、さらに遠隔センサ配置をサポートしていることから、
極限環境や過酷な環境に最適です。

システム・コストの低減
巻線、PCB上のコイル、フレキシブル基板上の導電インクでプリントしたコイル、
あるいは単純なスプリングさえもセンサとして使えることから、誘導型近接センサのコストは実質上ゼロです。
また、コストの高いマグネット、特に材料としてレアアースが必要なマグネットの使用を回避できます。

設計の無限の可能性
薄い金属箔や導電インキなどの低コストの導電性物質を使用可能なことから、
他の金属や導体が存在していても、創造的で革新的なシステム設計実現への無限の可能性を提供します。

誘導型近接センサの利点
●	システム・コストの低減
●	遠隔センサ配置
●	信頼性の向上
●	システム設計の自由度向上
●	マグネット・フリー動作
●	サブミクロン単位の分解能
●	非接触センサ
●	非導電干渉に対する耐性
●	設計の無限の可能性
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動作モード

誘導型近接センサは位置、モーション、金属組成、導電材料の測定と同時に、
スプリングの圧縮、伸展、屈曲の検知に使用できます。
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Z軸方向の影響を補正した横方向の位置検出
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金属組成の特定センサとしてスプリングを圧縮、伸展、屈曲検出に使用

ギア歯モーション：コイルに対し平行 ギア数カウント
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ギア歯数カウント：コイルに対し垂直
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Z軸方向の影響を補正した回転の位置検出
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LDC1000インダクタンス /デジタル・コンバータ

LDC1000評価モジュール（EVM）

評価モジュールの主な特長
●	評価モジュールとGUI画面により、包括的なプロトタイプ制作/評価用プラットフォームを提供
●	USBインターフェイスにより、GUI画面上で『LDC1000』の制御と評価が可能
●	14mm	2層PCBコイル・センサを内蔵
●	内蔵コイルを取りはずし、他のコイル、スプリング、あるいはインダクタを使ったプロトタイプ制作が可能
●	他のMCUとのインターフェイスやマルチチャネル・プロトタイプ制作のために、
	 コイルと『LDC1000』基板部分の取りはずしが可能

E2E 誘導型近接センサ・フォーラム
ti.com/e2eldc
TIの誘導型近接センサ技術の詳細：tij.co.jp/ldc：
●	製品サンプル
●	データシートとアプリケーション・ノート
●	デモ・ビデオ
●	包括的な評価システム：ソフトウェア、評価モジュール、WEBENCH®設計ツール対応

※�プラットフォーム・バー、E2EおよびWEBENCHはテキサス・インスツルメンツの商標です。その他すべての商標はそれぞれの所有者に帰属します。
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